
区
長
の
選
挙
で
の
公
約

の
実
現
に
つ
い
て

（
風
見
）
武
井
候
補
は
、
「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機

約

三
〇
〇
名
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
と

約
束
し
て
い
る
。
民
間
任
せ
で

な
く
、
ど
う
実
現
す
る
の
か
、

明
ら
か
に
す
べ
き
。

（
区
長
）
新
橋
六
丁
目
の
特
養

な
ど
の
早
期
完
成
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
基
本
計
画
の
前
倒
し

を
含
め
、
速
や
か
に
実
現
す
る
。

（
風
見
）
「
保
育
園
待
機
児

約
一
〇
〇
名
を
ゼ
ロ
に
す
る
」

と
約
束
し
た
。
高
い
保
育
料
、

入
園
料
が
必
要
な
認
証
保
育
所

な
ど
民
間
任
せ
で
な
く
、
港
区

の
責
任
で
、
ど
う
実
現
す
る
の

か
、
明
ら
か
に
す
べ
き
。

（
区
長
）
区
立
保
育
園
の
改
築
、

改
修
に
よ
る
定
員
の
拡

大
や
弾
力
化
を
進
め
て

い
る
。
認
証
保
育
所
の

設
置
を
推
進
し
て
い
る
。

待
機
児
数
は
減
っ
て
き

て
い
る
が
、
今
後
も
待

機
児
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
。

（
風
見
）
「
小
売
業
年

間
販
売
額

約
六
九
五

〇
億
円
（
平
成
十
四
年

度
）
↓
約
八
〇
〇
〇
億

円
に
す
る
」
と
約
束
し

て
い
る
。

職
員
に
「
区
民
の
中
へ
…
」

と
い
っ
て
い
る
こ
と
を
す
ぐ
に

で
も
実
践
す
る
た
め
、
中
小
企

業
・
商
店
が
い
ま
何
を
求
め
て

い
る
の
か
、
区
民
が
求
め
て
い

る
中
小
企
業
施
策
を
実
施
す
る

た
め
に
、
部
課
長
を
先
頭
に
全

管
理
職
が
、
す
べ
て
の
中
小
企

業
・
商
店
を
訪
問
し
、
意
見
要

望
を
聞
き
、
そ
れ
を
中
小
企
業

施
策
に
活
か
す
べ
き
。

（
区
長
）
区
内
に
は
四
万
を
越

え
る
事
業
所
が
あ
り
、
業
種
も

多
種
多
様
な
た
め
、
す
べ
て
の

事
業
所
を
訪
問
し
て
、
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
は
困
難
。

低
廉
な
区
民
向
け
住
宅

政
策
に
つ
い
て

（
風
見
）
旧
神
明
小
学
校
跡
地

の
住
宅
建
設
に
つ
い
て

清
水
建
設
に
任
せ
る
や
り
方

で
は
、
家
賃
が
三
十
二
万
円
に

も
な
る
。
子
育
て
世
代
が
住
め

る
よ
う
な
低
廉
な
家
賃
の
住
宅

に
す
る
た
め
、
港
区
が
主
体
と

な
っ
た
方
式
で
建
設
す
べ
き
。

（
区
長
）
当
初
の
方
針
に
沿
っ

て
事
業
を
す
す
め
る
。

区
民
向
け
住
宅
の
建
設
は
、

旧
神
明
小
跡
地
の
計
画
を
最
後

と
す
る
。
今
後
は
、
都
営
住
宅

の
移
管
受
け
入
れ
な
ど
に
よ
り
、

区
民
向
け
住
宅
を
確
保
す
る
。

（
風
見
）
区
民
の
所
得
が
減
少

す
る
一
方
、
支
出
は
増
え
、
生

活
苦
に
な
っ
て
い
る
。
区
民
向

け
住
宅
な
ど
の
家
賃
の
軽
減
化

を
図
る
た
め
、
家
賃
の
凍
結
・

引
き
下
げ
、
減
免
制
度
の
採
用

な
ど
、
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
区
長
）
区
民
向
け
住
宅
な
ど

の
家
賃
設
定
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
検
討
す
る
。

建
築
問
題
を
め
ぐ
る
紛

争
の
未
然
防
止
に
つ
い

て（
風
見
）
紛
争
予
防
条
例
、
ワ

ン
ル
ー
ム
建
設
指
導
要
綱
の
改

正
に
か
か
わ
る
区
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
区
政
モ
ニ
タ
ー
・

協
力
員
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で

建
築
紛
争
に
か
か
わ
っ
た
人
、

口
頭
も
含
め
陳
情
者
・
請
願
者

な
と
せ
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
べ
き
。

（
区
長
）
区
政
モ
ニ
タ
ー
等
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
他
、

公
報
み
な
と
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
、
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
て

意
見
を
聴
き
、
陳
情
・
請
願
を

さ
れ
た
内
容
を
精
査
し
、
見
直

し
に
反
映
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

（
風
見
）
紛
争
予
防
条
例
・
ワ

ン
ル
ー
ム
建
設
指
導
要
綱
の
改

正
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

わ
が
党
区
議
団
が
提
案
し
て
き

た
内
容
、
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
、
区
民
意
見
を
十
分
取
り

入
れ
、
紛
争
が
発
生
し
な
い
よ

う
な
改
正
を
。

（
区
長
）
紛
争
予
防
条
例
は
、

建
築
主
の
責
任
を
明
確
に
し
、

計
画
の
事
前
公
開
や
話
し
合
い

に
よ
る
自
主
解
決
を
促
す
る
仕

組
み
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
す

る
。
ワ
ン
ル
ー
ム
指
導
要
綱
の

条
例
化
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の

質
や
形
態
、
管
理
面
等
の
規
制

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
配
慮
し
た

り
良
好
な
住
宅
を
誘
導
で
き
る

よ
う
に
検
討
す
る
。

（
風
見
）
建
築
紛
争
相
談
担
当

を
増
や
し
、
確
認
事
務
を
行
う

建
築
課
か
ら
独
立
さ
せ
る
べ
き
。

（
区
長
）
取
り
組
み
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
組
織
体
制
も
含

め
検
討
す
る
。
紛
争
に
関
す
る

相
談
は
、
計
画
や
工
事
に
か
か

わ
る
内
容
が
多
く
、
技
術
的
・

法
的
な
判
断
を
含
め
、
建
築
課

で
対
応
す
る
こ
と
が
適
切
だ
と

考
え
て
い
る
。

三
十
人
学
級
の
早
期
実

施
に
つ
い
て

（
風
見
）
三
十
人
学
級
は
す
で

に
四
十
二
道
府
県
で
実
施
さ
れ

て
お
り
、
児
童
・
生
徒
も
学
校

も
、
父
母
も
大
歓
迎
し
て
い
る
。

港
区
で
も
芝
小
学
校
で
少
人
数

教
育
と
し
て
の
研
究
も
は
じ
め

て
い
る
。
ど
の
子
も
わ
か
る
教

育
を
す
す
め
る
た
め
に
、
港
区

と
し
て
三
十
人
学
級
、
少
人
数

学
級
編
成
を
行
う
べ
き
。

（
区
長
）
教
育
委
員
会
で
十
分

論
議
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
そ
の
検
討
状
況
を
踏
ま

え
て
対
応
す
る
。

（
教
育
長
）
区
独
自
の
正
規
職

員
の
採
用
は
、
給
与
負
担
の
法

的
位
置
付
け
や
任
命
権
等
の
問

題
か
ら
現
時
点
で
は
困
難
で
あ

り
、
引
き
続
き
研
究
課
題
と
考

え
て
い
る
。

（
風
見
）
国
と
し
て
三
十
人
学

級
に
す
る
よ
う
、
東
京
都
と
し

て
三
十
人
学
級
に
す
る
よ
う
意

見
を
あ
げ
る
こ
と
。

（
教
育
長
）
他
の
道
府
県
の
状

況
を
十
分
見
定
め
、
必
要
に
応
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第
二
回
定
例
区
議
会
は
、
七
月
十
四
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
区
長
に
な
っ

て
初
め
て
の
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表
質
問
を
風
見
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
以
下
に
大
要
を
掲
載

し
ま
す
。
（
裏
面
も
お
読
み
く
だ
さ
い
）

公
約
実
現
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
せ
よ

代表質問する風見区議（＝７月１６日）



じ
、
国
へ
要
望
す
る
。
今
後
の

推
移
を
十
分
見
極
め
、
必
要
に

応
じ
東
京
都
へ
要
望
す
る
。

図
書
館
の
民
間
委
託
を
行

わ
な
い
こ
と

（
風
見
）
区
政
モ
ニ
タ
ー
・
協

力
員
だ
け
の
意
見
を
も
と
に
し

た
来
年
四
月
の
民
間
委
託
実
施

を
白
紙
に
戻
し
、
広
く
区
民
の

意
見
を
聞
き
、
利
用
者
本
位
、

区
民
が
も
っ
と
利
用
し
や
す
い

図
書
館
を
め
ざ
す
こ
と
。

（
教
育
長
）
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
向
け
て
の
、
施
策
を
進

め
る
上
で
、
区
民
の
方
々
の
意

見
を
十
分
伺
い
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

風
見
区
議
は
そ
の
他
に
■
区

長
選
挙
に
つ
い
て
、
■
人
事
政

策
に
つ
い
て
、
■
無
認
可
保
育

所
の
消
費
税
課
税
問
題
に
つ
い

て
、
熊
田
区
議
が
■
乳
が
ん
健

診
の
無
料
化
と
区
内
医
療
機
関

で
の
健
診
を
、
■
介
護
保
険
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
３
％
、

６
％
の
継
続
と
対
象
の
拡
大
、

■
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
の
助
成

事
業
の
継
続
を
、
■
高
齢
者
の

住
み
替
え
家
賃
助
成
事
業
を
現

行
の
ま
ま
軽
減
継
続
を
、
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
運
動
で
実
現
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
『
無

料
パ
ス
』
が
実
現
し
ま
し
た
。

無
料
パ
ス
の
対
象
者
は
、
シ
ル

バ
ー
パ
ス
を
持
っ
て
い
る
方
、

障
害
者
の
方
な
ど
で
す
。

九
月
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
更

新
時
、
無
料
パ
ス
の
希
望
者
に

支
給
す
る
予
定
で
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
と
合

わ
せ
て
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
対

象
者
に
は
、
無
料
で
乗
車
で
き

る
よ
う
、
代
表
質
問
や
、
交
通

環
境
対
策
特
別
委
員
会
な
ど
で

機
会
あ
る
ご
と
に
要
求
し
て
き

た
も
の
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を

購
入
し
て
い
な
い
方
は
対
象
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
党
区
議
団

は
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
対
象
者

で
、
希
望
す
る
人
へ
の
無
料
パ

ス
の
支
給
、
乗
り
継
ぎ
券
の
発

行
な
ど
要
求
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
運

行
業
者
も
決
ま
り
、
十
月
一
日

運
行
に
む
け
て
準
備
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

運
行
さ
れ
る
の
は
、
田
町
駅

か
ら
六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
往
復
路

線
と
、
赤
坂
支
所
～
青
山
一
丁

目
～
桧
町
小
学
校
～
六
本
木
～

六
本
木
ヒ
ル
ズ
循
環
路
線
の
二

路
線
で
す
。
運
賃
は
一
〇
〇
円

で
す
。

都
バ
ス
の
廃
止
に
よ
っ
て
高

齢
者
や
障
害
者
の
足
が
奪
わ
れ

た
地
域
は
、
こ
の
二
路
線
だ
け

で
は
カ
バ
ー
で
き
ま
せ
ん
。
引

き
続
き
、
み
な
さ
ん
の
足
の
確

保
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
路
線
の
拡
大
に
む
け
が
ん
ば

り
ま
す
。

〔
無
料
乗
車
券
の
発
行
対
象
者
〕

◇
シ
ル
バ
ー
パ
ス
所
持
者
、

◇
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
、

◇
愛
の
手
帳
所
持
者
、
◇
原
爆

被
爆
者
、
◇
戦
傷
病
者
、
◇
精

神
障
害
者
手
帳
所
持
者
、
◇
児

童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
（
世
帯

で
一
人
）
、
◇
ひ
と
り
親
医
療

費
助
成
対
象
者
（
世
帯
で
一
人
）
、

◇
生
活
保
護
受
給
者
（
世
帯
で

一
人
）

な
お
、
身
体
・
知
的
・
精
神

障
害
者
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で

も
無
料
で
乗
車
で
き
ま
す
。

＊
青
山
墓
地
の
避
難
階
段
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

十
月
一
日
か
ら
運
行

党
区
議
団
の
提
案
が
実
る

風
見
区
議
の
提
案
が
実
る

旧
の
ぞ
み
の
家
跡
地
の
返
還
で
六
千
五
百
万
円
の
節
約
実
現

東
京
都
が
青
山
橋
の
補
強
工
事

を
行
う
こ
と
か
ら
、
旧
の
ぞ
み

の
家
跡
地
を
返
還
す
る
に
あ
た

り
、
基
礎
杭
の
撤
去
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

風
見
区
議
は
、
基
礎
杭
を
撤

去
し
な
い
方
が
安
全
面
で
も
よ

い
、
余
分
な
費
用
を
か
け
な
く

て
済
む
こ
と
な
ど
か
ら
、
基
礎

杭
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
返
還
で

き
よ
う
、
東
京
都
に
要
請
す
る

よ
う
質
問
・
提
案
し
て
き
ま
し

た
。区

の
担
当
者
も
再
三
東
京
都

に
要
請
、
昨
年
の
十
月
三
日
付

で
都
知
事
に
対
し
、
基
礎
杭
撤

青
山
墓
地
へ
の
避
難
路

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
取
り
外
し
可
能
に

去
は
、
青
山
橋
橋
脚
へ
の
影
響
、

営
団
地
下
鉄
へ
の
影
響
等
々
か

ら
基
礎
杭
は
そ
の
ま
ま
に
し
て

返
還
し
た
い
旨
の
「
区
の
残
置

物
件
の
お
願
い
に
つ
い
て
」
と

の
文
書
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

東
京
都
か
ら
三
月
十
五
日
付
で

そ
れ
を
承
認
す
る
旨
の
「
残
置

承
認
書
」
が
届
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
杭
の
撤
去

費
用
六
千
五
百
万
余
円
が
節
約

さ
れ
ま
し
た
。

青
山
墓
地
は
災
害
の
際
の
広

域
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

南
青
山
・
西
麻
布
側
か
ら
の
避

難
階
段
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
外
苑
西
通
り
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
が
固
定
式
の
た
め
、
避
難
路

と
し
て
の
機
能
が
果
た
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。

風
見
区
議
は
、
以
前
か
ら
こ

の
改
善
を
要
求
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
残
っ
て
い
た
南
青
山
２

丁
目
側
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
取

り
外
し
で
き
る
よ
う
改
善
さ
れ

ま
し
た
。

青山陸橋と旧のぞみの家跡地

導入予定のコミュニティバス


